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EGF like domain multiple 6 (EGFL6)は EGF ファミリーの一つであり、ゼブラフィッシュからサルまで

進化の過程で保存されていることから生体において重要な働きをしていることが予想されるが、その詳細

は明らかになっていない。一般的に EGF 様蛋白質は血管新生や内皮機能に関連することが報告されてお

り、例えば EGFL7 は血管内皮から分泌され、内皮の接着や移動を制御して血管平滑筋の遊走も抑制する

ことが知られている（J. Cell Physiol. 233:8526, 2018）。EGFL6 自身も胎生期の血管新生を制御して脊椎

動物の血管発生に関与することが報告されているため（Exp. Cell Res. 303: 148, 2005）、血管の発生、病

態に関わる可能性は示唆されていた。また最近は EGFL6 は癌の血管新生を促し、癌増殖に関与する可能

性も言われているため（Int. J. Med. Sci 17: 1320, 2020）、臨床的にも重要な因子である可能性がある。し

かし、EGFL6 と高血圧、動脈硬化との関連はまだはっきりしていない。 
研究代表者は関口研究室が以前作製し理研 BRC にて保存している Egfl6 ノックアウトマウス凍結胚をジ

ャクソンラボラトリー・ジャパンにて個体復元を行った。現在、血圧測定の準備を進めている。 
 


